
明治時代のインジケーター
野球の/l,ーツはパットとボールを使うイギリスの

子ともの遊びにあるといわれています•これがアメリ

力に伝わり、さまさまなルールとさまさまな名前で、

盛んに行われていましに．その中で、 1845年に
ニューヨークのニッカーボッカーというクラフ（社交

クラブ）が目分たちのチームのルールを定めました．

初めはニュコ ク式（ニューヨークグーム）と呼It.

れていたこの1レールが広まり．ここから野球というス

ポーツヘ発展していきます．ルールもさらに整漏され

て． 1900年ころまでに現在の野球に近い形になり

ました．

ルールが騒備される中で、現在のように「4ポール

で一塁」となるのは1889 （明治22) 年です．大リー
グのナショ;r/レ・リーグが始まった1876年には「9
ポールで一塁」でしたが、その後8. 7. 6ボールと
なり、 1887年に5ポールになりました．
写真のインジケーターは． 1906 （明治39) 年の早

慶戟で審判を務めた三島弥彦氏が使っていたもので
す．すでに4ボー）しの時代でしたが、 5ボールCl887. 

88年）． 4ストライク (1887年のみ）までカウント

でき、より古い時fもDJしールを表しています．




